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機械本体の標準デー汐 1

1 機械本体の標準データ

1‐1 本機の主な仕様

● 芯間 500U <参考
QTN‐250項歯 単位 QTN‐200

inch 8 10チャック・サイズ

最大スイング mm 06呵 0

標準加工径 mm ゅ264

最大加工径 mm 0350

,77棒材作業能力 ※ J mm o65

mm 130-660 123-638主軸端と刃物台端面の距離

N(k9う
2940(300)[チ ヤツクワーク]

6860(700)[シ ャフトワーク]

3920(400)[チ ヤツクワーク〕
6860(700)[シ ヤフトワーク〕

能力・容量

最大支持荷重(チャックを含む)

※3

※ 2主軸回転速度 minコ 35-5000 35-4000

加減速時間 ※ 4 sec 2,8

o76 φ88主軸貫通穴径 mm

日本、アジ7   185(25)
日本、アジア以外 26(35)

26(35)モータ出力(30分 定格) kVV(HP)

N,m(kgf m)
日本、アジア   326(33,3)
日本、アジア以外 353(360)

353o6.0)

主 軸

最大トルク

テールスピンドル穴型式 MT 5

525移動量(テールストック) mm 550
テール

ストック

最大推力 N(kgつ 6867(700)

12工具本数 本

□26外径旋削

内径旋削
mm

↑40
工具サイズ

割出し時間 one/fulI sec 0.2/065

刃物台

沌 Z m/min 30/33早送り速度

早送り時定数 湾 Z msec 85/90

X 190(185+5)

515(610+5)

送り軸

移動量
Z

mm

535(530+5)

クーラントタンク と 呵50

4119/4706
その他

電源容量(連続/30分 ) kVA
日本、アジア   3150/36.75
日本、アジア以外 41.19/47.05

1020心高

2530
2200

2530
日本

日本以外
全長 ※2

1780全幅

1840

大きさ

全高

mm

4.5m2

392
45

日本

日本以外
フロアスペース ※2

49004800kg

総 合

機械質量
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1 機械本体の標準データ

※1 中空チャック装着時。

※2 チャック仕様により異なります。

※3 ワーク保持装置の剛性・保持力は考慮されていません。

※4 標準チヤツクにて最高回転数の 85°/。 (速度到達)です。負荷イナーシヤにより加減速時間は変化します。

注意 : 本説明書で示されている数値と機械に取り付けてある銘板の数値が異なるときは、銘板の

数値を使用してください。

<参老
単位 QTN‐200 QTN‐250

項 目

75
騒音値(と wA)

4
dB

不確定値(K)

1 主軸回転数 4000 minコ (チャツクによるワーク保持)

2送 り軸駆動

3 タレットインデックス作動

4 チップコンペアON
5テールストック未使用

測定条件

EN‐ 12415/12417/12478,  IS0230‐ 5測定方法

(注)この機械の空気伝導騒音の主音源は下記を含む

・主軸ドライブ     ・送り軸ドライブ

,タ レットインデックス  ・チップコンベア

LL

お―
オペレータ位置 測定高さ 16m

測定位置

以下に原文を示します。(EN‐ 12415/12417'12478の 序文より)

The figures q uoted are emisSion iev ets and are not necessartty safe working lev eis Whilstthere is a

between the enlission and ex posure lev eiS,this cannot be used retiably to determine whether or not

characteHstics of the w。 「k room, the other sOurces of

ad, aCent proCesses,and the length of ume f。「which an

ex posure lev ei can v ary from country to COuntry ThiS

to make a better ev aluation ofthe haZ ard and risk

こより

るた

境環ん 。ませ 業者作 が実際 される騒音さらでレベルの値 はあり必 しもず 全安 作業あで りし不 は参考た騒音値 十直記 :注 提
さら て しれ 間るヽ時次工程る 作業者がさまれ 数機械の 他の隣接す美作 や他の騒音も部屋 合機械 身の他自は

騒まつ 提リ 際のした騒音値と実不境 Iも国 異なります作る 業者 の 騒音環
の 値した騒音 のみ信す め 提示必要が どか かつ 判を 決定断るな 防措置予

includ ework‐fo「CeOfel ex Ofre thetheinfluence alactu levul「ed actoF that posursare re qprecautions
otherandOf machinesnumbernoise etc. thele

eri

the ISSIr ex theto AIsonolseIS permPOSedoperato

theble user mthewiH na Ofhowevinformation,

にも影響されます。また、許容され

音値には相関性がありますが、更

頼して使うことはできません。

騒 音

L___
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